地域包括ケアシステムの要となる通所介護事業所に従事する熟練ケアワーカーの就業構造 by 野田 由佳里
 地域包括ケアシステムの要となる通所介護事業所に従事する 
熟練ケアワーカーの就業構造 
野田由佳里 ＊ , 1 )、村上逸人 ２）、桜庭葉子 ３）、 下間はるみ ３）  
佐藤裕美子 ３）、石浜恭子 ３）、山本満知子 ３） 










(1)研究対象および期間：A 府（20 名）、B 県（80 名）、C 県（20 名）に勤務する介護職
員（120 名）。対象施設は、筆者らのご協力をいただける事業所や介護職員に依頼した。





の省察と 5 つの学習する組織の領域で構成した。  
(3)結果：回答数 103 名（73.6％）のうち全回答者 98 名を対象とした。男性 40 名（40.8%）、   
女性 58 名（59.2%）が 6 割を占めている。雇用形態は、全体では正規職員が 85 名（86.7%） 
であった。保有資格は ,介護福祉士が 64 名（65.3%）で最も多男女別では ,男性 29（74.4%）、
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